
就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

学科名： 平成29年3月31日

平成２８年度計画 平成２８年度実行内容

（左欄の具体的な取組・実行内容に
基づいて計画する。さらに、新たな
取り組み等について計画実行する）

（平成２７年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間および年度末に計画の
達成状況を評価する。

学生学修意欲喚起や学修時間の
確保に向けての学修e-ポートフォリ
オの導入で、学修支援を推進す
る。

e学生支援システムについて、本学
の実情に合わせた使い方ができるよ
う運用支援を行う。

eポートフォリオ推進部会の進捗度
合いに応じて機能の追加・修正、運
用方法の見直しを行うとともに、操
作マニュアルの作成及び学内イント
ラへの掲載を検討する。

学生カルテを使用し学生指導に活
かすという部会の決定事項を受
け、模擬テストやTOEIC等の点数・
PDFファイルを蓄積できるようカス
タマイズを、年度内に実装できる
よう調整している。操作マニュア
ルもカスタマイズ実装に合わせて
展開する準備を整えている。

○ ○

十分な校地・校舎および施設・設
備を整備してキャンパス・アメニティ
を形成し、それらの維持・管理、安
全・衛生を確保する。

PCの利用状況を調査・分析し、利便
性の向上および不適切な利用の防止
につなげる。

PCの利用状況・利用時間を記録でき
るシステムの検討・導入を行う。空
席状況を一覧で表示する仕組みも検
討する。
PC前での食事禁止およびログイン状
態での長時間放置禁止を徹底するた
め、定期的に教室の巡回・注意を実
施する。

PCのログオン・オフを都度記録
し、利用状況や空席状況を表示で
きるシステムを構築した。
情報教室内の飲食に関しては、10
月より実施している職員巡回およ
びPC起動時の警告表示により、お
おむね改善された。

○ ○

図書、学術雑誌、電子情報等を整
備するとともに、国内外の教育研
究機関との学術情報相互提供シス
テムを整備して、学術情報サービ
スを充実する。

図書館の意向に従って、国内外の教
育研究機関が実施しているサービス
状況を把握して、本学が効率よく各
種メディアを提供する方法について
調査する。

図書館との連携を密にし、ニーズや
意向についてのヒアリングを行い、
国内外教育研究機関のサービス状況
について理解も深め、機能説明や相
互利用に向けた本学への適応など、
技術的な側面からの支援および提案
を行う。

情報交換・今後の展開について、
定期的に図書館との打合せを実施
中。システム更新やインフラ整備
なども含め、幅広く支援を行うこ
とができた。定期的な打合せにつ
いては、来年度も継続して実施す
る予定。

◎ ◎

全学的な教育・研究活動や管理運
営に必要となる学内外情報のデジ
タル化により、情報（ＩＲ）機能の強
化、システムや制度の整備と運用
を図る。

関係部門のニーズについて調査を行
い、情報のデジタル化ならびにデー
タベース化、分析ツール導入などの
支援を行う。

IR・企画担当部署などの関係部署の
意向をもとに、システム化で対応す
べき事案であるか検討を行い、必要
な場合はシステムやツールの導入を
行う。

IR・企画担当部門からの具体的な
要望はなかったが、情報を一元管
理しIRの視点からも分析可能な
ツールを備えている学務システム
の調査を実施している。

○ ○

部局名（学部又は事務部）： 情報センター

中　期　計　画
中期計画期間中の具体的な取

組・実行内容

［管理運営・財務］
大学の機能を円滑かつ十分に発揮
するために、明文化された規定に
基づき適切な管理運営を行い、ま
た、教育研究を支援しそれを持・
向上させるために、適切な事務組
織を設置して、必要かつ十分な財
政的基盤を確立し、財務を適切に
行う。

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局および学科における２８年度計画と実行計画

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［教育研究等環境］
学生の学修ならびに教員による教
育研究活動を必要かつ十分に行え
るよう、学習環境や教育研究環境
を整備し、これを適切に管理運営
する。



事務業務処理の電算化、事務業
務のアウトソーシングの実施など、
業務情報及びその活用システムの
高度化を推進する。

事務業務処理の効率化を図るため、
内製システムの高度化、グループ
ウェア導入など、各統括部門との調
整を図りながら、意向に沿ったシス
テム構築・システム仕様の決定を実
施する。

各統括部門との連携を密にし、ニー
ズ等のヒアリングを行い、イントラ
ネットシステムを一層活用したシス
テムを提案・構築する。さらに、全
部門に係るような業務の効率化につ
いては、平成29年度にグループウェ
ア導入を目指し、要件整理を行いシ
ステム仕様を決定し、予算計画の立
案を行う。

各部門との連携が円滑にでき、か
つ今後の業務電算化による効率化
に向けて、業務電算化WGを発足し
た。定期的な打合せでは、各部門
より建設的な意見も出てきてお
り、来年度以降、大きな業務改革
に期待ができる。さらに来年度の
グループウェア導入についても予
算計上を行い、当該WGにて試用を
行いながら、来年度整備に向けて
進めていきたい。

◎ ◎

［管理運営・財務］
大学の機能を円滑かつ十分に発揮
するために、明文化された規定に
基づき適切な管理運営を行い、ま
た、教育研究を支援しそれを持・
向上させるために、適切な事務組
織を設置して、必要かつ十分な財
政的基盤を確立し、財務を適切に
行う。


